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有害鳥獣被害の現状
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有害鳥獣による農作物被害は

内、シカ・イノシシによる被害額が約１０１億円

「生息域の拡大」

様々な要因により鳥獣被害は深刻な社会問題に・・・。

要因

イノシシによる水稲の踏倒
出展：環境省 認定鳥獣捕獲等事業者制度 講習補助教材

（令和２年度被害額）

「耕作放棄地の増加」など・・・

「狩猟者の減少、高齢化」
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有害鳥獣被害の現状

・高齢化のため捕獲に携わる人員が不足している
・鳥獣被害が年々増加しているが、対策が打てない

自治体

若年層 減

高齢層 増

所持者数 減
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認定鳥獣捕獲等事業者制度の活用

平成２６年度の鳥獣法改正により導入された認定制度鳥獣の捕獲等に係る安全管理体制や、
従事者が適正かつ効率的に鳥獣の捕獲等をするために必要な技能及び知識を有する鳥獣捕
獲等事業を実施する法人について、都道府県知事が認定をする制度。
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認定鳥獣捕獲等事業者認定会社

認定日 会社名 認定番号

2015．11．25 ALSOK神奈川㈱ 神奈川県第００１号

2016．1．4 ALSOK千葉㈱ 千葉県第００２号

2016．11．17 ALSOK宮城㈱ 宮城県第００３号

2017．5．2 ALSOK福島㈱ 福島県第００３号

2018．1．12 綜合警備保障㈱ 東京都第００５号

2018．9．25 ALSOK秋田㈱ 秋田県第００１号

2020．1．28 ALSOK群馬㈱ 群馬県第００３号

2021．3．8 ALSOK福岡㈱ 福岡県第００４号
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ＡＬＳＯＫの取り組みの紹介

■千葉県 2017年度 長生地域

■新潟県 2017年度 イノシシモデル捕獲事業

■香川県 2020～2021年度 捕獲・促進・評価業務

■福岡県 2020～2021年度 獣肉の供給モデル事業

■千葉県 茂原市、君津市（イノシシ）

■宮城県 女川町（シカ）

■福島県 大熊町（イノシシ）

■茨城県 笠間市（イノシシ）

■民間インフラ関連会社（シカ）など

指定管理鳥獣捕獲等事業捕獲業務委託実績

他駆除業務受注実績

■鳥獣わな監視装置 熊本県、大分県、福島県などの各自治体

■箱わな 宮城県や茨城県内の各自治体など

■自動撮影カメラ 群馬県のJAなど

販売実績
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ＡＬＳＯＫの有害鳥獣対策取扱商品

④侵入防止柵③箱わな・囲いわな

有害獣を捕獲するための箱わなや囲いわなです。

①鳥獣わな監視装置Ⅱ

仕掛けたわなの作動を検知して管理者にメール
でお知らせする装置です。

②自動撮影カメラ

センサーが付いている自動撮影カメラです。
現場の調査など様々な用途で活用できます。

非常に錆びにくく耐久性が高い侵入防止柵です。
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年度 シカ イノシシ

平成28年度 10％ 4％

平成29年度 11％ 5％

平成30年度 13％ 6％

ジビエ利用率は1割未満

エリア
捕獲頭数
（ｲﾉｼｼ）

廃棄頭数
(a)

廃棄率

茂原・長生 1,147 974 84.9%

富津 1,999 1,899 95.0%

南房総（参考） 3,110 2,955 95.0%

平成29年度 捕獲実績（千葉県提供資料）

全国ジビエ利用率

約8割～9割が廃棄

茂原市のケース紹介



9

捕獲鳥獣の有効活用

■ 「指定管理鳥獣捕獲等事業捕獲業務委託」により捕獲された

鳥獣に加え、猟友会や個人で捕獲の鳥獣も回収し食肉加工する。

■ 現状の問題を解決し、より採算性を高めた運用を図るため、
自社で加工場を建設し、独自の事業モデルでジビエの安定供給を目指す。

廃
棄
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従来の鳥獣捕獲の流れ

１ 捕獲者（一般農家、猟友会等）の高齢化および人員不足。

２ 埋設処分の土地不足および埋設のための重労働（穴掘り、埋設後の地固め等）。

３ 個人で準備する、処理に必要な資機材の高額費用負担。

４ 食肉加工施設へ持ち込む個人手配の手間と、時間的制約。
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１ 捕獲された猪等を生体のまま当社が回収。

２ 食肉加工し（ブロック肉）、処分の事務手続きも当社にて実施

３ ＨＡＣＣＰ認証を取得することで安全性が担保され、高値での食肉販売ができる。

⇒ 高齢化、人員不足、個人の費用負担問題が改善。回収条件の時間的制約の解消。

⇒ 市町村へ報告するための諸手続き、作業の手間が改善。

⇒ 採算ベースに乗せた運用が可能および地域貢献への寄与。

ALSOK千葉の事業モデル
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ジビエ工房茂原の開設

国際的な衛生管理手法であるＨＡＣＣＰに基づ
く対応可能な施設内で剥皮、解体から食肉加工、
検査、真空パック化、冷凍保管、商品発送まで
をワンストップで行うことができます。

名 称 ジビエ工房茂原

開設月 令和２年7月

場 所 千葉県茂原市2126-1

敷地面積 約1,109㎡

建設面積 約215㎡

年間最大処理頭数 4,000頭弱
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ジビエ工房茂原の作業スキーム

・前処理室と加工室を分離し、衛生管理を実施。
・午前中回収し、午後に解体作業を行う業務サイクル。
・ロース、バラ、もも等、部位別に真空パックを行い、冷凍保存。
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現地の様子①
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現地の様子②
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現地の様子③
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現地店舗との連携

・千葉県における捕獲鳥獣の有効活用。「房総ジビエ」と銘打ち、消費拡大に取り組む。

・取引先である老舗日本料理店と連携し、商品化取り組み。
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メディアでの紹介①
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メディアでの紹介②
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最後に
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最後に



お問い合わせは
ＡＬＳＯＫ 関西営業部
〒５４０－６３０７ 大阪市中央区城見１－３－７ ＩＭＰビル７階
担当：原
ＴＥＬ：０６－６９４５－５１４５
E-mail：hara-k@alsok.co.jp

ご提案の機会を賜り
誠にありがとうございました

※１ 本提案書の内容はあくまでも一例であり、実際の見積書、契約書等とは異なります。

※２ 本提案書の著作権は綜合警備保障株式会社にあります。
この提案書に記載されている写真・図面・イラストレーション・内容などの一部又は全てについての
無断転載及び複写はご遠慮下さい。
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